






重症児の長期管理と生命予後の立場より、変形・拘縮と呼吸面について検討を行なってき

た。今年度は重症児の中でもPreferable position背臥位、運動レベル寝たきりという重

度群に相当する児について、少しでも呼吸状態の改善をねらいに体位変換による呼吸機能

の変化につき検討を試み、胸廓変形をはじめ呼吸に影響を与えるであろう諸因子より考察

を加えた。 


